
12月22日にHAMADA教育魅力化コンソーシアム主催の『オトナだけで
ちょこっと延長戦』を浜田高校の会議室をお借りして開催しました。
20名の方が参加してくださいました。けん玉を使ったアイスブレイクの後、
コンソーシアム副会長（浜田高校 熊谷校長）からミニ講座として『今なぜ高校と地域の連携協働が
必要なのか？』について聞き共に学びました！
その後、ワークショップで大人同士の交流をし、最後はやってみたいことや、高校生とできたらいいな♪
をお互いにシェアして盛り上がりました。

などなど、ワクワクするような意見が出ていました。
ちょこっと延長戦でできた、新たな大人のつながりから、地域がもっともっとおもしろくなる予感です♪

HAMADA教育魅力化コンソーシアムだより

２０２２．3 発行 HAMADA教育魅力化コンソーシアム

HAMADA教育魅力化コンソーシアムは、学校と地域の連携協働を通して「地域とともにある学校づく
り」と「魅力ある学びによる人づくり」と「地域活性化の好循環に寄与」することを目指しています。各学校
と連携して、教育課程内、部活動、放課後・休日等、様々な場面で地域協働活動を展開してきました。
このおたよりでは令和3年12月から本年3月までの各学校やコンソーシアム事業の様子を紹介し、市内
の高等学校等の魅力のある教育活動をみなさまにお知らせします。

魅力化勉強会
オトナだけで「ちょこっと延長戦」

HAMADA教育魅力化フェスタ☆2022

『HAMADA教育魅力化フェスタ☆2022』の開催に向け、年末より
準備をしてきましたが、コロナ禍のため島根県において「まん延防止
等重点措置」が適用され、計画通りの開催が叶いませんでした。
しかし、地域のみなさまに各学校の学びの成果や魅力、HAMADA
教育魅力化コンソーシアムが目指すものについて知っていただく機会
を作りたいと思い、動画収録したものを配信するための準備を進めて
います。
動画の編集は島根県立浜田商業高等学校のIT商業研究部の生徒
が担当してくれます！！
動画配信は、YouTubeにて3月下旬までにアップ予定です♪

当日配布予定だった資料の表紙

公式Facebook 公式Instagram

動画完成後、HAMADA教育魅力化
コンソーシアムのSNS（Facebook・
Instagram）、浜田市のHP等でお知
らせします。
興味のある方はぜひフォローして、
お知らせをお待ちください♪

Vol.2

☆やってみたいことをちょこっとご紹介☆
・ちょこっトークを他の高校でも
・大人×高校生のパネルディスカッション
・家族に感謝を伝えるプロジェクト
・子どもと考え作る居場所
・高校生(大学生も可)運営のストア/カフェ

地域協働活動

〇１２/4 しまねトランポリンクラブ お楽しみ会
生徒７名参加
連携：しまねトランポリンクラブ

〇12/5 竹灯籠ワークショップ
生徒１名参加

〇12/5 国府朝市
生徒１名参加

〇12/９ 県立体育館スポーツ教室(トランポリン)
生徒２名参加

〇12/12  KIMAGUREマルシェ
生徒1名参加
連携：パキノ

参加した生徒

延べ1８名

～参加した生徒の感想～
・地域の温かさをより身近に感じること
ができました。
・少し計画通りにいかないことがあった
けど、うまく対応できたことが自分の
プラスになりました。
・自分の夢が定まったので、とても良い
機会になりました。
・高校生が進行や企画を考えたので、
運営の大変さなどを実感しました。

～受け入れ先の感想～
・お楽しみ会に参加した子どもの達からは満足感や高校生
への感謝の言葉がたくさん聞かれ、保護者からは「高校
生がとてもしっかりしていて頼もしい」という言葉がありま
した。
・人とのコミュニケーション力が高くて驚きました。
またぜひ一緒に活動したいです。
・緊張しながらもしっかり小学生のフォローをしてくれていた
ことが印象的でした。

発行元：HAMADA教育魅力化コンソーシアム事務局
住所：〒６９７－８５０１ 浜田市殿町1番地 浜田市教育委員会学校教育課内
電話：（０８５５）２５－９７１０ FAX：（０８５５）２２－５０９０ メール：gakkou@city.hamada.lg.jp

連携組織・企業

９か所

〇12/18 はまだふれあい食堂
生徒1名参加

〇１２/１８ 親子deパン作り
生徒２名参加
連携：浜田まちづくりセンター

〇12/24  調理ボランティア
生徒1名参加
連携：まるばらまちラボラトリー

〇12/27 保育ボランティア
生徒2名参加
連携：ちどり保育所

HAMADA教育魅力化コンソーシアムでは、教育課程内・教育課程外な
どで、高校生と共に学び、活動したり、応援してくれる『魅力化パートナー』
を募集しています♪
パートナーバンクの仕組みがスタートし、様々な方にご登録いただいてい
ます！！

【HAMADA教育魅力化パートナーバンクとは】
高校生が、ふるさとの良さを実感しながら、主体的・創造的に学んだり活動したりすることに対
して、広く浜田市民として支援するとともに、パートナーとなって、その思いや願いについて対話
を通して共感・共有しようとする人材（魅力化パートナー）を登録し、浜田市内の県立高等学校
及び県立特別支援学校にその情報を提供する仕組みです。

詳細は
浜田市HPで
ご確認ください。

コンソーシアムの活動



浜田商業高等学校

〇1/26 IT人材育成事業成果
ビジネスプラン発表会

〇1/25 学生のための法律教室

科目「経済活動と法」を選択している
3年生を対象に、行政書士の方による法
律教室を実施しました。
コロナ禍のためオンラインによる実施

となりましたが、法律のプロフェッショ
ナルから身近なことを題材にマルチ商法
やキャッシングの仕組み、法的に気を付
けるべきことを教えて頂きました。
生徒たちは成人年齢引き下げによる契

約上のトラブルに巻き込まれないように
と、改めて法律を学ぶ大切さを知ること
ができました。

情報処理科3年生が1年間取り組んだ、IT人
材育成事業のビジネスプラン報告会を実施しま
した。
身近な困りごとをヒントにビジネスプランを

作りました。

発表会では投資家の方や企業の方に「収益性
も高くビジネスとして成り立つ可能性が高い」
「面白いアイデア・着眼点だ」など、高い評価
を得ることができました。

ビジネスアイデア例
・自分の好みに合った小説に出会えるアプリ
・これがあれば学校に携帯を持っていける

・閉所恐怖症の方でも乗ることができるエレベーター など

〇12/22 HIRAKU 「ちょこっ・トーク」
1年生 147名 大人 147名

浜田高等学校

１年生普通科の生徒全員が、地域の方と１対１になり、
様々な話題について１分ずつ交互に話しながら次々に相手
を変えて40セット行いました。
このような大規模イベントをコロナ禍の中で開催できたの
は、150名近い地域の方の「浜高生のために協力しよう！」
という熱い思いがあったからこそです。改めて、本当にありがとうございました。
実際に、イベントを通じて、当初考えていた以上の収穫がありました。

［生徒の感想］
〇家と学校以外に行くことが減り、今日のよう
な地域イベントは重要だと思いました。
〇関わる人も同級生や家族と限られ、異年齢・
異業種の人と話すことが減っていたことに改
めて気づかされました。
〇「こんなにコミュニケ－ションがとれるんだ」
と自分でも驚くくらい楽しく話ができました。
〇実際に話を聞くことで、趣味のことや仕事の
ことなど知らない世界に触れることができて
新鮮でした。
〇「自分ってこんなこと考えていたんだな」と
改めて自分を見つめ直すことができました。

これ以外にも、読むと元気になるような感想をたく
さんいただきました。
そして、次の機会がありましたら、ぜひ多くの地域
の方にお出かけ頂きたいと思います。

［参加者の感想］
〇４０テ－マについて１分間ずつのト－クはかなりハ－ドでし
たが、彼らは、素直に気持ちや考えを伝えてくれました。
〇安心して次世代を任せられると確信しました。
〇高校生と言葉を交わす機会も少ない地域になっている
ので子どもたちに「いってらっしゃい」「おかえりなさい」
が言える間柄になったらいいなと思います。

浜田養護学校浜田ろう学校

児童生徒会の活動の１つとして「地雷
撤去協力キャンペーン」に取り組んでい
ます。国府まちづくりセンターとタイ
アップして、書き損じハガキや、未使用
の切手などを集めています。
今年度は、児童生徒会全員で初めて国

府小学校にお願いに行きました。この活
動が地域に広がり、多くの地雷が撤去さ
れ、たくさんの子どもたちの命が救われ
ることを願っています。

「興味を持たれた方」
「家に古いハガキがたくさんある方」

０８５５－２８－０１４６
浜田ろう学校（松本）までご連絡下さい

SDGｓのことを知り、ゴミ問題の学習
をしました。
野菜の過剰除去に目を向け、いつもは

捨てられがちな皮や茎などを使ったレシ
ピを考え、地域の方にも試食していただ
きました。まちづくりセンターに掲示も
しました。これからも、地域の人と一緒
に環境のことを学びたいと思います。

中学部2年生「まるごと食堂」開店！地雷撤去協力キャンペーン

浜田水産高等学校

『ノドグロ給食』の反響
食品流通科

森林保全活動
海洋技術科

11月4日に3年生28名と、樹冠ネットワークの
みなさんで森林保全活動を行いました。
2012（平成24）年から「森と海と魚」をキャッ
チフレーズに河内町の柿の木山で植林活動をし
ています。
森と海は深く関係しており、森を守るということ
は海を守ることに繋がります。地道な活動が10
年後、20年後、100年後の浜田の海に良い影
響を与えると思います。

市内の全小中学校での「ノドグロ給食」が提供
された後、「ノドグロ給食良かったよ」と各小中学
校、特別支援学校からお礼の言葉を頂きました。
食品流通科として嬉しい限りです。このような地
域に根ざした活動を続けていきたいと思います。

各学校の魅力ある教育活動


